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年譜資料の構造化と可視化 ―森鷗外「抽斎年譜」を例に―
第139回 ⼈⽂科学とコンピュータ研究会



• 東京⼤学総合図書館所蔵『抽斎年譜』を対象にTEI/XML形式でテキストを
構造化し、可視化サイトを構築した事例を報告する

• 本発表の取組みは、複数機関の図書館職員による⾃主勉強会*の成果

発表内容：
• 森鷗外による書⼊れ本『抽斎年譜』の概要
• 構造化の⽅針‧共同編集作業の⽅法
• 構造化の対象とする要素
• TEIマークアップ⽅法
• 可視化サイトの構築

はじめに
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＊若⼿図書館員DH勉強会 https://dhlibrarianstudygroup.github.io/website/docs/about/



• 森鷗外が史伝『渋江抽斎』を執筆する際に抽
斎の嗣⼦‧渋江保に制作を依頼した年譜資料

• 渋江抽斎(1805-1858) ：
弘前藩の侍医‧考証家‧書誌学者

• 史伝⼩説である『渋江抽斎』は、本資料に
⼤きく依拠するとされる
→『抽斎年譜』と『渋江抽斎』のテキストを
対照し、 年譜を典拠として執筆された箇所を
可視化したい

• 制作者である渋江保⾃⾝が書き込みを加えて
いる。また、鷗外⾃筆の書⼊れも⾒られる。
→注の位置や朱筆/墨筆の別、書⼊れを⾏った
⼈物の情報を記述したい

書⼊れ本『抽斎年譜』の概要
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東京⼤学総合図書館所蔵『抽斎年譜』（画像の公開元：鷗外⽂庫書⼊本画像データベース）
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/ogai/document/60d193c1-d814-42c3-90c0-a5caf5975e1a#?c=0&m=0&s=0&cv=0&xywh=-532%2C555%2C4279%2C2552



個⼈の端末で
マークアップ

GitHub
Organization

マスタファイルは
GitHub
Organizationで管理

テキスト構造化の作業⽅針
• TEI P5ガイドラインに準拠してテキストを構造化する
• 割り注やルビは、TEI協会東アジア/⽇本語分科会の⽇本語古典籍TEI本⽂データ作成要領を
参照してマークアップする

• 可能な限り、オープンソースのツールを⽤いる
• エディタ
Oxygen XML Editorは価格⾯のハードルがあるため、
Visual Studio CodeでTEI/XMLの編集をできるよう
拡張機能を導⼊

• バージョン管理‧共同編集
GitHub OrganizationリポジトリにTEI/XMLを置き、
個⼈アカウントから更新

• OCR
NDL古典籍OCR-Liteを使って画像からテキストデー
タを取得→⼈⼿で修正

GitHub Organizationを使った共同編集作業 3

pull request



構造化テキストデータと画像を
可視化サイト上で表⽰

デジタルアーカイブより
配信されているIIIF画像‧
IIIFマニフェストを利⽤

NDL古典籍OCR-
Liteを使って
画像をOCR処理

翻刻テキストデータの修正‧
TEIマークアップ

可視化サイト構築の概観

デジタルアーカイブ

OCR テキスト構造化

可視化サイト
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年譜の構造, 形態的な要素（⾒た⽬）
<div>：年ごとのかたまり
<head>：年、年齢
<p>：本⽂
@style：インデント
<note>：注釈
@style：朱筆
@place：位置
<milestone/>、@rend：割注
<lb/>：改⾏
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TEIマークアップ ―注‧書⼊れ

本
⽂

欄
外
注

style属性で朱筆を⽰す

xml:idで対応を⽰す

鷗外による書⼊れであることを⽰す

6



TEIマークアップ ―インデント

<teiHeader>配下、<encodingDesc>中の
<tagsDecl>にインデント情報をまとめて記述しておく

style属性でxml:idを記述して左記のインデント情報を
参照する

<tagsDecl> <text> (本⽂)

インデントの種類ごとにIDを付与する

xml:idで参照

三⽂字分の空⽩を⽰す
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可視化サイト

IIIF画像ビューワ テキストビューワ
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可視化サイト ―注‧書⼊れの表⽰
IIIF画像ビューワ テキストビューワ
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TEIマークアップ ―『渋江抽斎』との対応箇所

＊対応箇所は『⽇本近代⽂学⼤系12 森鷗外集Ⅱ』(⾓川書店、1974年)の補注に拠る

『抽斎年譜』 森鷗外『渋江抽斎』

xml:idで参照（開始位置）

xml:idで参照（終了位置）
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可視化サイト ―『渋江抽斎』との対応箇所

『抽斎年譜』翻刻テキスト

『渋江抽斎』⻘空⽂庫テキスト 年譜のTEI/XMLの<anchor/>部分にリンクボタン
を設置、その<anchor/>と対応するxml:idを持つ『渋江抽斎』
テキストの<anchor/>箇所をハイライト表⽰する

Javascript



TEIマークアップ ―本⽂と対応するIIIF画像
<facsimile>

<text> (本⽂) xml:idで参照

半丁単位のIDを付与
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IIIF Manifest URI

←画像の右半分（=1丁ウラ）
←画像の左半分（=2丁オモテ）

IIIF Image API のURL記法で半丁分の領域を指定

Canvas



可視化サイト ―本⽂と対応するIIIF画像
本⽂テキストの半丁ごとに設置
されたボタンを押下

本⽂と対応する画像コマに遷移

半丁ごとに挿⼊された<pb/>タグの@correspでzoneIDを参照、
そのzoneIDの<zone>要素と同じ<surface>内の<graphic>に記述されてい
るcanvasURIを取得してMiradorに渡す

Javascript



時間と⼈物
<date>：時間情報
@when：⻄暦
@when-custom：和暦
<persName>：⼈物
@corresp：末尾の⼈物リストをxml:idで参照

<date when="1812" 
when-custom="⽂化9年
">⽂化九年壬申</date>

<persName corresp="#渋江允
成">允成</persName>

xml:idで参照

⼈物情報の詳細は<back>の<listPerson>に記述

TEIマークアップ ―時間情報‧⼈物情報
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可視化サイト ―時間情報の表⽰

『抽斎年譜』は編年体構成をとるが、出来事の
記載は必ずしも発⽣順に並んでおらず、前後す
ることがある
→出来事を⻄暦順にタイムライン表⽰したい

<date>の@whenに記述した⻄暦の情報をもとに、
出来事の発⽣順にタイムライン表⽰
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可視化サイト ―⼈物情報の表⽰
『抽斎年譜』には、抽斎の⾎縁‧友⼈‧弘前藩
の⼈物等が多数登場する。抽斎は四⼈の妻との
間に七男七⼥をもうけており、年譜に登場する
各⼈物が抽斎とどのような家族関係にあるのか
わかりにくい
→⼈物情報を可視化したい（家系図やネットワ
ークグラフでの実装を検討中）

<listPerson>の⼈物情報を表⽰
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• なるべくミニマムな構成に
• HTML、CSS、Javascriptで静的サイト

を構成
• TEIやiiifの技術エコシステムを利活⽤

• CETEIcean
• JavaScriptライブラリ
• TEI/XMLを読みこみ、HTML要素として
扱える

• Mirador
• iiifビューワの⼀つ
• 東⼤図書館で公開されている『抽斎年譜』

iiifManifestのManifestURIを渡すと画像を
表⽰

• GitHubリポジトリに資材を配置
→Netlifyで⾃動デプロイ

可視化サイトの構成
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おわりに

謝辞 : TEIガイドラインに準拠したテキストの構造化については公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センターに、可視化サイトの
実装については東京⼤学史料編纂所の中村覚助教に、多⼤なご助⾔とご協⼒を賜りました。ここに謹んで感謝の意を表します。

• 構造化‧可視化の⽅法を共有する意義
• 諸本や原拠本を参照し、対応箇所を⽐較する過程は⽂献を扱う研究の基礎
• エコシステムへの貢献：本発表の取組みでも先⾏事例を参考に機能を実装

• 図書館所蔵資料の利活⽤促進：研究に資するデータを提供するために
• どのような情報をどの深度までマークアップするか？

資料の性格や利⽤者のリサーチクエスチョンによって記述したい情報は異なる
• 内容に踏み込んだマークアップには専⾨知識とコストが必要
• 欧⽶/⽇本における図書館員と⼈⽂情報学との関わり⽅

• 『抽斎年譜』のTEI/XMLと可視化サイトの公開に向けて
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